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研究成果の概要（和文）：海洋に流入するプラスチックごみは生態系に深刻な影響を及ぼしている。本研究で
は、日本周辺の深海域を調査し、房総半島沖の深海底で高密度のプラスチックごみが他海域と比較して百倍（マ
クロプラスチック）から数千倍（マイクロプラスチック）に集積していることが明らかになった。海表層の渦が
これらのごみを集約し、直接海底へ輸送するメカニズムが推察された。さらに深海環境ではプラスチックの劣化
が非常に遅いことが確認された。

研究成果の概要（英文）：Plastic waste flowing into the ocean has a serious impact on ecosystems. 
This study investigated the deep-sea areas around Japan, revealing that the seafloor off the Boso 
Peninsula (at a depth of about 5800 meters) has plastic waste accumulated at densities a hundred 
times (for macroplastics) to several thousand times (for microplastics) higher than other sea areas.
 It is surmised that vortices in the surface layer of the sea aggregate these wastes and directly 
transport them to the seafloor. Furthermore, it has been confirmed that the degradation of plastics 
is extremely slow in the deep-sea environment.

研究分野： 生物海洋学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で、日本周辺の深海底には他の海域と比べて多量のプラスチックごみが存在することが明らかとなった。
海流がプラスチックごみを日本周辺海域へ運び、海底へと輸送するメカニズム、輸送されるごみの量、日本周辺
の深海底に広がるプラスチックの存在量が今後モデルによって示され、行方不明プラスチックの実態が明らかと
なるだろう。これらの海洋情報は、政策立案者にとって具体的な対策を講じるための科学的根拠を強化し、海洋
環境保全の一助となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
プラスチックは生物に分解されないことから生態系への影響が懸念されており、世界各国が海
洋ごみ汚染の実態把握や排出防止に向けて動いている。毎年膨大な量のプラスチックごみが海
洋に流入し続けており、少なくとも海洋環境には 2500 万トンのプラスチックごみが存在すると
予測されている。しかし実際に海面に浮かぶ量は全体のわずか 1 割程度に過ぎない。残りの大
部分は表層から姿を消し行方不明であり、深海底がプラスチックごみの最終的な集積地と考え
られているが、その実態はよくわかっていなかった。これらのプラスチックごみの一部は、劣化
して微細化し、5mm 以下のマイクロプラスチックとなる。小さくなったマイクロプラスチック
もまた最終的に深海底の堆積物に集積していると予想されるが、研究例が少なく、深海ごみの実
態はほとんど明らかになっていない。特に、大深度の海底におけるプラスチックごみの情報は世
界的にみても極めて乏しく、実態の解明が急務である。 
毎年海洋に流入する膨大な量のプラスチックごみのうち、約半分は東アジア・東南アジア諸国

から漏出している。これら大量排出域から漏出したごみの一部は黒潮に乗り、日本近海を北上す
る。そのため日本近海の表層に浮かぶマイクロプラスチック量は他の海域に比べて多いことが
先行研究で明らかになっており、日本周辺の深海底には極めて多量のプラスチックごみが集積
していると予想されている。 
日本近海には、少なくとも 2 つの巨大な深海ごみの集積場所が予想されている。1 つは四国沖

の「黒潮・再循環域」の海底、そしてもう 1 つは房総半島沖の「黒潮続流・再循環域」の海底で
ある。「黒潮・再循環域」および「黒潮続流・再循環域」の表層では、海流が大きく渦を巻いて
循環しており、黒潮によって日本を含む東アジアから運ばれてきたプラスチックごみが渦に巻
き込まれて集積・沈降し、その海底下には巨大なごみだまりが形成されていると予想されていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「黒潮・再循環域」および「黒潮続流・再循環域」直下の深海平原を含め、日本

周辺海域の深海底におけるプラスチックごみ量の現存量を把握することを目的とした。本報告
では「黒潮続流・再循環域」から得られた成果を中心に述べる。「黒潮続流・再循環域」は、東
アジア域から流入するプラスチックごみが黒潮に乗って北上し、東太平洋に向かう際の主要な
経由地点である。 
 
３．研究の方法 
有人潜水調査船「しんかい 6500」を使って、房総半島から 500km ほどの沖合にある「黒潮続

流・再循環域」の直下の深海平原（水深約 5700-5800ｍ）、相模湾における海底（水深約 1000m）
においてマクロプラスチックごみ（大きさが 25mm 以上のプラスチック）およびマイクロプラス
チック（大きさが 5mm 以下のプラスチック）の調査を実施した。また相模湾と黒潮続流・再循環
域の間に位置するプレート三重会合点（水深約 9200ｍ）では大深度海底設置型観測システムに
よるマイクロプラスチックの調査を実施した。 
マクロプラスチックごみは、映像観察からごみの分類計数を行い定量（個数/海底面積 km2）し
た。マイクロプラスチックは堆積物を柱状コアラーで採取し、顕微 FTIR を用いて定量（個数/乾
燥堆積物重量 g）した。 
 
４．研究成果 
「黒潮続流・再循環域」の直下の海底でプラスチックを含む大量のごみが確認され、水深 6,000

ｍ付近の大深度の海底においても、プラスチックごみの汚染が広がっていることが明らかとな
った。見つかったごみの大部分（8割以上）はポリ袋や食品包装などの「使い捨てプラスチック」
であった。昭和 59 年（1984 年）製造と記された 35 年以上前の食品包装がほとんど無傷かつ印
刷も鮮明なまま見つかり、水温の低い深海ではプラスチックがほとんど劣化しないことがわか
った（図 1）。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 1. 「しんかい 6500」のマニピュレーターで採取されたプラスチックの食品包装。房総半島の
東沖（水深 5700 メートル）。製造年月日には昭和 59 年 9 月と印字されていた。 



当該海域の深海底に到達したプラスチックは、極めて長い時間残り続けると考えられる。「黒
潮続流・再循環域」の深海平原に広がるプラスチックごみの密度（平均 4,561 個 km^-2）は、
過去に記録された深海平原におけるプラスチックごみと比べて 2 桁も高く、海溝や海底谷など、
ごみなどが集まりやすいと考えられる窪地と比較しても高い値を示した（図 2）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 世界の海底地形ごとのプラスチックごみ数の比較。これまでに報告された深海平原のプラ
スチックごみ数よりも黒潮続流域直下の深海平原の数は桁違いに多い。また他の海洋地形と比
べても、黒潮続流直下の深海平原のごみ数は多い方であることがわかる。箱の中の横線は中央値、
×は平均値を示す。○は外れ値。箱の上下は、それぞれ第 3四分位数、第 1四分位数を示す。 
 
マイクロプラスチックの数は「黒潮続流・再循環域」直下の深海平原で最も多い傾向にあった。

その数は、深海平原では平均約 600 個/g であり、続いて相模湾では平均約 30 個/g、プレート三
重会合点では平均約 10 個/g であった。これは、これまでの研究で最も多くのマイクロプラスチ
ックが見つかっていた地中海の堆積物に比べて 2〜260 倍、北大西洋に比べて 2〜5500 倍もの数
になる。 
黒潮によって運ばれる大量のごみの一部は沈降して日本周辺海域の深海底に堆積しているこ

と、そして「黒潮続流・再循環域」の深海底がプラスチックごみの主要な溜まり場の 1つになっ
ていることを示唆された。JAMSTEC のスーパーコンピュータ「地球シミュレータ」で計算した海
中の流れ場を用いて沈降の様子をシミュレーションした結果、「黒潮続流・再循環域」の深海底
で見つかったごみは、どこか遠くの海底から運ばれてきたものが集積したというよりは、真上の
海面から鉛直方向に沈降してきたものが残留している可能性が高いこともわかった。本研究課
題より、日本周辺海域の深海底に存在するプラスチック量は他の海域に比べて高いという事実
が浮き彫りとなった。 
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